
　＝内容　　＝日時　　＝会場　　＝対象　　＝定員　　＝費用　　＝申込　　＝問い合わせ先　b＝ 電話　c ＝ ファクス　
d＝ Ｅメール　a ＝ ホームページ（13㌻）に詳しい内容を掲載しているもの　w＝当日直接参加するもの　v＝申し込みを要するもの

6＝子ども向けの催し　x＝詳細を施設へお問い合わせいただくか、施設のホームページ、チラシなどで確認いただくもの



五稜星は北極星をモチーフにした開拓使のシンボルで、船や庁
舎などに使われ、やがて開拓使全体を表す記章となりました。今
でも札幌を代表する建築物の外観などに残っています。

 さっぽろの  

今や約196万人が暮らす街へと発展した札幌。ここでは、札
幌の発展に尽力した人物の功績や、市内にある建物の歴史
的背景、見どころなどを紹介。札幌の歩みを振り返ります。

歴史めぐり

今 月 は 五稜星がある建物

現在も五稜星が見られる主な建物

施設名 住所・開館時間・入館料 問い合わせ

北海道庁旧本庁
舎（赤れんが）

旧札幌農学校演
舞場（時計台）

豊平館

清華亭

中央区北3西6。8時45
分～18時。無料

中央区北1西2。8時45
分～17時10分。200円

中央区中島公園内。9
時～17時。300円

北区北7西7。9時～16
時。無料

204-5019（平日以
外は 204-5000）

231-0838

211-1951

746-1088



　＝内容　　＝日時　　＝会場　　＝対象　　＝定員　　＝費用　　＝申込　　＝問い合わせ先　b＝ 電話　c ＝ ファクス　
d＝ Ｅメール　a ＝ ホームページ（13㌻）に詳しい内容を掲載しているもの

※費用、申し込み方法の記載がない場合は、それぞれ無料、当日会場へ行く催しです

文化財保護指導員 松岡 洋一さん
まつおか よういち

五稜星は明治5（1872）年に開拓使付属船
の船長だった蛯子末次郎が、外国へ行く船
が掲げる旗のマークとして、青地に赤い星
のデザインを考案したのが始まり。この旗
は「北辰旗」と呼ばれ、開拓使札幌本庁など
の建築物や工業製品にも赤い星が付けら
れるようになったんですよ。

▲開拓使札幌本庁背面の屋根などには大きな五稜星があしら
われていた　※建物は明治12（1879）年に焼失

▲建築時から移築しておらず、当時の様子が
保たれている

▼洋室には清華亭の歴史が分かるパ
ネルや模型も並ぶ

五稜星の成り立ちや見どころを紹介

星の飾りが間近に見られる清華亭2

開拓使札幌本庁背面の屋根などには大きな五稜星があしら

▲北海道庁旧本庁舎では外観の五稜星だけで
なく、文書館展示室で北辰旗の歴史を示した資
料も見られる

▲北海道庁旧本庁舎では外観の五稜星だけで
なく 文書館展示室で北辰旗の歴史を示した資▲建築時から移築しておらず、当時の様

▼洋
ネル

様子が

えび こ すえ じ ろう

ほくしん き

明治天皇行幸の際に休憩所として使われた、出窓がある洋室と縁側の
ある和室が並んだ平屋の建物。屋根の飾りとして玄関上に五稜星がくり
抜かれており、南東側の屋根にも同じ星を見つけることができる。

ぎょうこう

北海道大学附属図書館所蔵船の旗章として考案されたデザイン1

開拓使が手掛けた建物には所々に五稜
星が付けられた。例えば時計台には、建
物全体で大小17の星が使われている。

五稜星が残る
建物はほかにも3
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